
 

保 育 士 が 悩 み や す い「 遊 び・活 動・行 事 企 画 」に つ いて、
AIは年齢別の遊びや季節の活動、子どもに合った遊びなどを
提 案できます。
→ 保育士の保育の引き出しを増やします。

1．保育のアイデアを広げる

発達段階の理解や、気になる行動への対応、子どもへの声かけ
例などをAIが 提示できます。
→ 保育士の学びと判断を支える存在になります。

2．発達理解をサポート

AIは、保育士や園長を支える新しい道具として、保育の質向上に役立ちます。

③ AIが保育の質を高める5つの方法
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これまで園ごとに分散していた知恵（遊び・行事・保護者
対応など）をAIに集めることで、全国の経験を共有できます。
→ 園を超えた知恵の共 有が可能になります。

3．1000園の知恵を共有

その日の保育や子どもの様子をAIに相談すると、改善点や
次の活動のヒントを提案してくれます。
→ 保育の振り返りを深めることができます。

4．保育の振り返りを支援

保育理論や発達理解、遊びの工夫などをいつでも質問 できる
「学びの先生」として使 えます。

→ 日常の中で学び続ける環 境を作ります。

5．研 修 A I として 活 用

さらに、AIは園長の孤独を減らす存在にもなります。園長は判断や責任を一人で背負うことが多い仕事ですが、AIはいつでも
相談できる壁打ち（話し）相手として、園長を支える可能 性があります。

園ナビは単なるAIではありません。保育の知恵を共有する仕組みです。
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